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研究成果の概要（和文）：2019年度に公私立幼稚園・認定子ども園、保育所57園の乳幼児約6,000名と各園の保
育者約550名対象の生活実態調査を行い、乳幼児3,979 名と保育者456名の回答を得た。2020年度は、新型コロナ
ウィルス感染症拡大の影響のため、小学生対象の調査の実施を断念した。2021年度は、高等学校６校の生徒約4,
600名対象の生活実態調査を行い、4,557名の回答を得た。2022年度は、中学校６校の生徒約3,000名対象の生活
実態調査を行い、2,975名の回答を得た。本研究の結果、コロナ禍前後においても良好な生活習慣と子どもの心
身の健康との間に関連性があることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：In 2019, we conducted a fact-finding survey of approximately 6,000 infants 
and 550 teachers at 57 public and private kindergartens, certified children's schools, and nursery 
schools, and received responses from approximately 3,900 infants and 440 childcare workers. In 2020,
 due to the impact of the spread of the new coronavirus infection, we abandoned the survey of 
elementary school students. In 2021, we conducted a fact-finding survey of approximately 4,600 
students from six high schools on their living conditions, and received 4,557 responses. In 2022, we
 conducted a fact-finding survey of about 3,000 students from six junior high schools and received 
2,975 responses. As a result of this study, it was clarified that there is a relationship between 
good lifestyle habits and children's physical and mental health even before and after the corona 
disaster.
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
自然・社会環境の激変によって家庭・生活環境が大きく変化する中、小中学生の不登校の増加、いじめの多様
化、高校生の自殺の増加などの教育課題の一因として、睡眠習慣などの生活習慣の乱れによる心身の不調が指摘
されている。さらに、コロナ禍による幼少期からの生活習慣の乱れの拡大が、将来にわたって、がん・アルツハ
イマー病・生活習慣病・うつ病の発症などの心身の健康上のリスクを高めることも予想されている。今回の乳幼
児とその保護者、中高校生対象の生活実態調査の結果から明らかにされた生活の諸側面を分析することで、コロ
ナ禍前後における生活臨床（生活の立て直し）の重要性を社会に発信でき、「生活臨床学」を体系化できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
地球環境が支える家庭教育が大きく変化する中、幼児・小学生の体力、体力や学習意欲の低
下の一要因として生活習慣の乱れが指摘されてきた。また、生活圏の拡大や行動の多様化等に
よって生活リズムが乱れやすい環境にある中高生についても、睡眠習慣を始めとする生活習慣
の乱れによる心身の不調が一要因となって、いじめ、不登校、暴力行為などの問題行動に発展
する可能性が指摘されている。さらに、幼少期・青年期の睡眠習慣の乱れが、将来にわたって、
がん・アルツハイマー病・糖尿病・うつ病の発症など心身の健康上のリスクを高めることも報
告されている。以上から、子どもの問題行動、心身の不調、子どもの危機的状況の背景に家庭
環境の変化による生活病理があると考えられる。 
｢生活病理｣について、白石(2006)は家族病理を背景として発生している子どもや親の睡眠・
食生活・運動・対人関係などの生活基盤をなす要素の異変や病理的現象が出現していること、
またその内容であると定義している。そして、従来の家族病理に対する研究アプローチとは異
なる方法として、現実の「生活」に焦点をあて、この異変や現象の解明と克服に取り組む必要
があるとしている。続いて、「生活臨床」とは本来、統合失調症の再発防止および長期的な治療
プログラムを新たなる見地をもって実践しようとした活動(臺,1978)であった。しかし現在、家
庭に関する事件や子どもの問題行動が多発する中、その背景に｢生活病理｣があるという視点の
もと、この生活病理、さらには問題行動への対応としての生活の立て直しを示すものとして「生
活臨床」という概念が提唱された（白石,2006）。これを受け、小谷ら（2015）は「生活臨床」
を特定の課題を抱える人々への支援とは限定せず、生活環境および生活習慣の乱れに対応する
｢生活全体の立て直し」を図るためのコミュニティ・アプローチおよびメンタルヘルス向上の方
策としての方針とその内容として定義し、学校教育における睡眠を中心とした｢生活臨床｣の意
義と可能性を示唆している。 
 
２．研究の目的 
研究代表者を中心に行った子ども（幼児・小中高校生）を対象とした生活実態調査と実践研
究の結果から、１．生活の夜型化による睡眠の質の低下を背景に、心身の不調を感じているこ
と、２．睡眠の質と心身の状態を含めた生活の諸側面が関連していること、３．睡眠を中心と
した｢生活臨床（生活の立て直し）｣の行動化が、自尊感情・抑うつ度などの心的状態を改善す
ることの３つの知見が示された。以上から、睡眠習慣が確立している子どもは心身の状態が安
定し、生活全般で十分に能力を発揮できることが推測できた。そこで本研究では、睡眠、人間
関係、心身の状態などの諸要因の関係を構造的に分析し、睡眠を中心とした｢生活臨床｣が心身
の発達を促す中で、子どもの心身の健康を維持・促進する上で有効であることを明らかにし、
その具体的なプログラムを作成することを目的とした。 
また、本研究は教育学・心理学・福祉学などの学問領域から構成される臨床教育学を基盤とし、
医学・生理学などの専門領域の知見も加え、その学際性と複眼的思考をもとに科学的見地から
子どもの生活病理をとらえ、克服策を検討していくところに独創性がある。また、コロナ禍に
ある現代社会の影響を受ける睡眠を始めとした生活習慣の乱れは、心身の健康上のリスクを一
層高めていると推測できる。今回の乳幼児とその保護者、中高校生対象の生活実態調査の結果
から明らかにされた生活の諸側面を分析することで、コロナ禍前後における生活臨床（生活の
立て直し）の重要性を社会に発信でき、「生活臨床学」を体系化できる。 
 
３．研究の方法 
(1)乳幼児（その保護者）と保育者を対象とした生活実態調査の実施：乳幼児および保育者にお
ける睡眠などの生活習慣の変化に伴う生活の諸側面の実態を明らかにするため、乳幼児（その
保護者）と保育者を対象とした生活実態に関する自記式質問紙調査を以下の内容で行った。①
調査対象：兵庫県宝塚市内の公私立幼稚園・認定子ども園、保育所 57 園に通園する乳幼児約
6,000 名（保護者回答）と各園の教諭（保育士）550 名➁時期：2019 年 12 月～2020 年 2月 
(2)高校生を対象とした生活実態調査の実施：コロナ禍における生活の諸側面の実態とメンタル
ヘルスとの関連性を明らかにするため、高校生を対象とした生活実態に関する自記式質問紙調
査を以下の内容で行った。①調査対象：兵庫県内の国公私立高等学校など６校の生徒約 4,600
名➁時期：2021 年 11 月～12 月 
(3)中学生を対象とした生活実態調査の実施：コロナ禍における生活の諸側面の実態とメンタル
ヘルスとの関連性を明らかにするため、中学生を対象とした生活実態に関する自記式質問紙調
査を以下の内容で行った。①調査対象：兵庫県内の中学校など６校の生徒約 3,000 名➁時期：
2022 年 11 月～12月 
 
４．研究成果 
(1) 兵庫県宝塚市内の公私立幼稚園・認定子ども園、保育所 47園から、通園する乳幼児（保
護者回答）3,979 名と幼稚園教諭（保育士）456 名の回答を収集し、単純集計と統計的分析を行
った。その結果、朝型の生活リズムおよび食生活の状態、それに関する環境、ﾋﾞﾃﾞｵ・動画アプ
リなどの使用時間、タブレット端末の使用時間・所有形態、排便などが示す体調と、睡眠の質



との間に関連があった。また、子どもの睡眠の質と、保護者の職業、さらに生活の満足度の間
にも関連が確認された。さらに、経験年数が長い保育者ほど、子どもたちの生活課題に関する
認知状態が高い傾向が示された。 
(2)兵庫県内の国公私立高等学校など６校の 1～3年生 4,557 名の回答を収集し、単純集計と統
計的分析を行った。その結果、2020 年 6月の学校再開後に登校意欲が増加した者、または高い
者ほど、睡眠障害度、インターネット依存度が低い傾向があること、また、SDQ(総合的困難さ)
が低いことに加え、QOL が高いことが示された。今後、コロナ禍の影響が続く中、様々な側面
から高校生の登校意欲を高めることが、メンタルヘルス維持向上さらに自殺予防につながるこ
とが推測できた。 
(3) 兵庫県内の中学校など６校の 1～3 年生 2,975 名から回答を得た。単純集計およびクロス
集計を行い、調査協力校にローデータとともにその結果のフィードバックを行った。なお現在、
統計的分析を進めているところである。 
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